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プリント・定期考査 プリント・発言 授業態度・プリント

（別記様式１）

学年

小笠原村立小笠原中学校　技術科１年　年間指導計画小学校 中学校

単

元

名
情報モラル（２）

単

元

の

系

統

性

小学校におけるコンピュータの基本的な操作や発達段階に応じた情報モラルの学習状況を踏まえ指導
を行っていく。

4

学習活動 「わかる」から「できる」授業への工夫
・[D 情報の技術]
・[（1） 生活や社会を支える情報の技術について調べる]
・著作権や発信した情報に対する責任を知り、情報モラルについて考える。

つ

ま

ず

き

や

す

い

ポ

イ

ン

ト

・著作権や肖像権についての知識や、情報モラルを理
解し、情報を受信、発信できるようにする。

工

夫

・

手

立

て

・普段使用しているSNSを題材に具体的な事例を考えなが
ら、正しい知識を学習できるようにする。

評価規準

知

識

・

技

能

・著作権や情報モラルについて、正しい
知識・理解をしている。 思

考

・

判

断

・

表

現

・著作権や情報モラルについて、自分で
考え、適切に利用することができる。

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

・著作権や情報モラルについて興味関
心をもち、授業に参加している。

4

学習活動 「わかる」から「できる」授業への工夫
・[A　材料と加工の技術]
・[（1） 生活や社会を支える材料と加工の技術について調べる]
・[（3） これからの社会の発展と材料と加工の技術の在り方を考える]
・技術に込められた問題解決の工夫について考える。
・生活や社会、環境との関わりを踏まえて、技術の概念を理解する。

つ

ま

ず

き

や

す

い

ポ

イ

ン

ト

・小学校では存在しなかった教科への興味関心を高め
られるようにする。

工

夫

・

手

立

て

・日常に使われている技術を、動画、アニメーション
などを使用して説明する。
・生徒の実体験をもとに、技術を解説し、教科への興
味関心を高める。

評価規準

知

識

・

技

能

・身の回りにある技術について、正しい
知識・理解をしている。 思

考
・
判
断

・
表
現

・身の回りにある技術について、自分で
考え、適切に利用することができる。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

・身の回りにある技術について興味関
心をもち、授業に参加している。

プリント・定期考査 発言・プリント 授業態度・プリント

単

元

名
技術について（１）

単

元

の

系

統

性

第６学年社会「我が国の歴史から戦後の国民生活の向上」などを踏まえながら表題の単元について考え
ていけるようにしていく。

単
元
名

栽培について（２）
単
元
の

系
統
性

第１・２学年の生活科「動植物の飼育・栽培」や第３～６学年理科の動物や植物に関する多くの単元と繋が
りのある領域であり、技術に関わる倫理観の育成も目指し指導していくことが求められる単元である。

5

学習活動 「わかる」から「できる」授業への工夫
・[Ｂ 生物育成の技術]
・[（1） 生活や社会を支える生物育成の技術について調べる]
・[（2） 生活や社会における問題を、生物育成の技術によって解決する]
・[（3） これからの社会の発展と生物育成の技術の在り方を考える]
・育成する生物の成長、生態の特性等の原理・法則と、育成環境の調節方法
等の基礎的な技術の仕組みについて理解する。
・安全・適切な栽培ができる（スプラウトの栽培）。
・問題を見いだして課題を設定し、育成環境の調節方法を構想して育成計
画を立てるとともに、栽培の過程や結果の評価、改善及び修正について考
える。

つ
ま
ず
き
や
す
い

ポ
イ
ン
ト

・理科などの植物についての知識ではなく、効率よく
作物を栽培するということを考える。

工
夫
・
手
立
て

・ポットでの栽培、水耕栽培など栽培方法を変えて、
同じ作物で栽培することで、質や収穫量を比較しなが
ら栽培する。

評価規準

知

識

・

技

能

・栽培の技術について、正しい知識・理
解をしている。
・栽培の技術を実践している。

思
考
・
判
断

・
表
現

・栽培の技術について、自分で考え、適
切に利用することができる。

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

・栽培の技術について興味関心をもち、
授業に参加している。

プリント・定期考査・実習作業 発言・プリント・実習作業 授業態度・プリント・実習作業



1 2 3 4 5 6 1 2 3

月

月

（別記様式１）

学年

小笠原村立小笠原中学校　技術科１年　年間指導計画小学校 中学校

6
・
7
・
８

学習活動 「わかる」から「できる」授業への工夫

・[Ａ 材料と加工の技術]
・[（1） 生活や社会を支える材料と加工の技術について調べる活動]
・[（2） 生活や社会における問題を、材料と加工の技術によって解決する
活動]
・材料や加工の特性等の原理・法則と、材料の製造・加工方法等の基礎的な
技術の仕組みについて理解する。
・製作に必要な図をかき、安全・適切な製作や検査・点検等ができる。
・のこぎりの使い方を理解する。
・のこぎりの練習を行う。

つ

ま

ず

き

や

す

い

ポ

イ

ン

ト

・木の性質だけでなく、加工した木材の性質を理解す
る。
・安全な工具の使い方を理解し、実践する。
・高い精度の木材加工を行う。

工

夫

・

手

立

て

・実物や実験を通して木材の性質を説明する。
・動画作成や、実演を通して、工具の安全な使い方を
説明する。
・反復練習をする時間を設定し、のこぎりの練習を行
う。

評価規準

知

識

・

技

能

・木材や工具について、正しい知識・理
解をしている。
・のこぎりの作業を正確に行えている。

思

考

・

判

断

・

表

現

・木材や工具の技術について、自分で考
え、適切に利用することができる。

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

・木材や工具の技術について興味関心
をもち、授業に参加している。

プリント・定期考査・実習作業 プリント・定期考査・実習作業 授業態度・プリント・実習作業

単

元

名

木材の特徴とのこぎ
りの使い方（９）

単

元

の

系

統

性

第５・６学年算数「図形」や図工「材料や用具」などを踏まえながら表題の単元について考えていけるよう
にしていく。

９
・

１０
・

１１
・

１２
・
１
・
2
・
3

学習活動 「わかる」から「できる」授業への工夫

・[Ａ 材料と加工の技術]
・[（2） 生活や社会における問題を、材料と加工の技術によって解決する
活動]
・製作に必要な図をかき、安全・適切な製作や検査・点検等ができる。
・のこぎりやげんのう、クランプなど工具を使用し、木材を加工する。
・三角図や等角図について理解し、製図をすることができる。

つ

ま

ず

き

や

す

い

ポ

イ

ン

ト

・安全な工具の使い方を理解し、実践する。
・高い精度の木材加工を行う。
・製図の規則について理解し、実際に製図を行う。

工

夫

・

手

立

て

・動画作成や、実演を通して、工具の安全な使い方を
説明する。
・製図について反復練習をする時間を設定し、練習を
行う。

評価規準

知

識

・

技

能

・木材や工具について、正しい知識・理
解をしている。
・設計図通りに作業を正確に行えてい
る。 思

考

・

判

断

・

表

現

・木材や工具の技術について、自分で考
え、適切に利用することができる。
・製図について理解し、作図できる。 主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

・木材や工具の技術について興味関心
をもち、授業に参加している。
・製図に興味関心をもち、授業に参加し
ている。

プリント・定期考査・実習作業 プリント・定期考査・実習作業 授業態度・プリント・実習作業

単

元

名
鉛筆立て製作（２１）

単

元

の

系

統

性

第５・６学年算数「図形」や図工「材料や用具」などを踏まえながら表題の単元について考えていけるよう
にしていく。


